
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 鏡オイスターハウス

実施日程 2023年12月～2024年2月

実施した生産活動・施設外就労の概要

開店準備、接客・清掃等

利用者数　等

2名

＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

連携先企業名 鏡オイスターハウス 担当者名 森口　知美

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

養殖現場の見学や生産者との交流を通し、地域・社会の現状を知ることができる。

また実際に購入・飲食をされるお客様、従業員の方々と関わることで不特定多数の

人とコミュニケーションを図ることができる。

人員不足を補うことが出来る。

障がいをもつ人たちと関わることで理解を深め、今後の障がい者雇用の礎を築くこ

とが出来る。

地域との繋がりを持つことで利用者の意欲・工賃向上を図る。

一般就労を実際に体験することで今の実力を確認し、今後の目標を立てつつ、一般

企業でも勤まる人材育成を行う。

仕事の段取りや効率のいい方法を自分なりに考えることができ、多くの人と関わる

ことでコミュニケーション力の向上、利用者自身の自信につながった。地産地消の

取り組みを行う現場に携わることで地元の取り組みについて考えることができた。

安定した賃金、体力・コミュニケーション力の向上

初めての環境に慣れるまでの時間にかなり差があり、半日だけで諦める利用者もい

た。

普段座り作業・軽作業をメインで行う利用者は体力に不安を覚えた。

慣れてからは非常に勤勉に働いてもらいました。ひと通り作業を行ってもらいましたが、本人が苦手な作業は苦手だときちんと話してくれたのでできる作業・得意な作業

を行ってもらいました。日を追うごとに他の従業員とも円滑にコミュニケーションを図る様子が伺えましたので安心できました。今後も依頼があれば基本的にお引き受け

したいと思います。

普段中々障がい者の方と接する機会が少ないので、文面や話しただけでは難しいところもあります。特性などは実際に働いてもらってから確認して、本人の得手不得手に

合わせた作業内容の提供を行っていきます。

最低限の挨拶や返事がしっかりできる人だとありがたいです。

4310200730

電話番号 熊本県八代市鏡町北新地８６８－２ 対象年度 令和5年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 プラスクレア 事業所番号 4310200730

住　所 8694225 管理者名 吉田 佳代

様式１

販売・陳列用に並べてもらった牡蠣


